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1. 目的 

ブラザーグループは、環境方針に則り、持続的発展が可能な社会の構築に向け、企業活動のあらゆる面

で地球環境への配慮に前向きで継続的な取り組みを行っている。 

その取り組みの一環として、違法伐採や生態系の破壊のない森林資源の活用、地域での先住民および

労働者の人権にも配慮した紙製品の調達を目的とする。 

 

2. 紙製品調達方針  

    ブラザーグループは、森林資源を利用する企業として事業活動において自然環境、地域社会等に負の影

響を与えないことが重要であると捉えている。よって、以下の通り、紙製品調達方針を定める。 

 

ブラザーグループは以下の 5 項目に合致した紙製品を調達する。 

 

(1)条約および国際的な法規制および社会規範、森林資源の生産地の法規制が順守されていること 

(2)森林資源の生産地の住民や先住民の人権が尊重されていること。また、国際規範で定義される人権

が尊重され、労働安全衛生および労働者の人権が守られていること 

(3)「森林破壊ゼロ」の実現に向けた適切な土地利用及び森林管理が行われていること 

(4)深刻な自然環境の破壊や人権侵害を行っていないことを明らかにするため、企業単位でのデューデリ

ジェンスが行われていること 

(5) 紙製品の製造から利用に至る活動・管理について情報公開が行われ、トレーサビリティの確認ができ

ること 

 

3. 適用範囲 

本基準書は、上記の方針に基づいて、ブラザーグループ外に出ていく森林資源を原料とした紙製品につい

て適用する。 

例えば製品に付随して出荷される森林資源を主原料とした各種部品および副資材、消耗品などの紙 

製品（専用紙、ラベル、紙シール類、取扱説明書、製品梱包材、梱包テープ、緩衝材など） 

 

4．用語の定義 

・認証紙：森林資源の産地が適切に管理されていることが第三者によって認証されている紙  

（例：FSC®認証紙、PEFC 認証紙など） 

・FSC®認証制度：FSC®（Forest Stewardship Council®、森林管理協議会)の基準に基づき、

森林が「適切な森林経営」の基準通りに管理されているかを、第三者機関が審査・認証する制度 

・PEFC 森林認証プログラム：Programme for the Endorsement of Forest Certification 国

際的な森林認証制度の一つ。各地域が策定する森林認証制度を政府間プロセス基準に基づき相互承

認して運用。日本では緑の循環認証会議（SGEC）が PEFC と相互認証制度をとっている 

・先住民族の権利に関する国際連合宣言：Declaration on the Rights of Indigenous Peoples

略称 UNDRIP 先住民族の伝統・文化・慣習など先住民の権利に関する国際連合宣言 

・原住民及び種族民条約（ILO 条約 169 号）ILO(国際労働機関)が定める原住民及び種族民に
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関する条約 

・HCV：High Conservation Value。高い保護価値を有する地域。自然保護区、希少な野生生物

の生息地等を意味する 

・HCS：High Carbon Stock。高い炭素ストック量を有する森林。樹木に蓄えられた炭素等の観点か

ら保全が求められる 

・生態系サービス：食料や水の供給、気候の安定など生物多様性を基盤とする生態系から得られる恵

み 

・生態系・種・遺伝子の多様性：「生物多様性」の包括的な概念 

自然生態系を構成する動物、植物、微生物など地球上の豊かな生物種の多様性とその遺伝子の多様

性、そして地域ごとの様々な生態系の多様性を意味する 

・VOC：揮発性有機化合物（Volatile Organic Compounds）。揮発性有機化合物は大気中の

光化学反応により、光化学オキシダントと浮遊粒子状物質の主な原因物質の 1 つとなる 

・ECF 無塩素漂白紙（Elemental Chlorine Free）：漂白工程で塩素ガスを使用せずに、オゾ

ン・二酸化塩素・過酸化水素などを使用して漂白を行ったパルプ（用紙の原料のひとつ）のこと。 

紙は主に木材パルプ（繊維）を原料として作られ、木材原料をパルプ化する際の漂白方法として塩素

（Cl2)が使用されていたが、紙に残った塩素が一定条件下で焼却されると有毒なダイオキシン類を発生さ

せることがわかり、無塩素漂白に切り替わっている 

・レッドリスト：絶滅のおそれのある野生生物の種のリストのこと 

・古紙：古紙とは、リサイクルされるための新聞紙、雑誌、板紙、段ボールなどのこと 

・要求事項：ブラザーグループが取引先様に順守することを求める事項 

・要望事項：ブラザーグループが取引先様に順守することを望む事項 

 

5．取引先様へのお願い 

取引先様にはブラザーグループが掲げる環境方針ならびに紙製品調達方針をご理解頂くとともに、以下 

４つの要求事項を満足して頂くようにお願いいたします。 

 

 <<要求事項>> 

・「5.1 紙製品の調達基準」を満たす製品、部材を提供すること 

・「5.1 紙製品の調達基準」を満たさない場合においては、速やかに改善計画を作成して実施、および報

告すること 

・ブラザーグループに納入する製品・部材に関して、「5.1 紙製品の調達基準」を満たす根拠を求められた

場合は速やかに提出すること 

・「ブラザーグループ紙製品調達基準書」に関して、別紙「適合確認書」の提出にご協力いただくこと 

「適合確認書」は取引開始時および取引開始後 3 年ごとにご提出をお願いします。 
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5.1 紙製品の調達基準  

「2.紙製品調達方針」に合致する紙製品を調達すること。 

「2.紙製品調達方針」に合致する紙製品とは以下の何れかを満たす紙製品である 

 

(a) FSC®認証紙または PEFC 認証紙 (PEFC の相互認証紙を含む) 

(b) 「2.紙製品調達方針」を満たす調達方針を有する取引先様および紙原材料メーカーの紙 

(c) 下記のチェックリストを満たす紙 

(d) その他(a)～(c)以外で紙製品調達方針を満たしていることが証明できる紙 

※古紙原料および非木材紙に対しての適合は不要 

 

＜チェックリスト＞  

※以下チェックリストは紙製品の調達基準(c)を満たすことをチェックするリストである。 

チェック項目は FSC®および PEFC などの認証紙の基準を参考に作成 

 

【(1)法規制および社会規範の順守に関する確認項目】 

・持続的森林経営のための法順守 

国および地域が批准しているすべての法律や国際条約や合意が順守されていること。 

すなわち、森林管理の実行及び森林生態系の保護・保全、土地・森林の使用権並びに健康、労働、及

び安全の問題、税制等森林管理に関わる法令等などが順守されていること。 

 

【(2)森林資源の生産地の住民や先住民および労働者の人権尊重に関する確認項目】 

・先住民族の権利 

先住民族の所有および森林施業により影響を受ける彼らの土地、テリトリーおよび資源に関する合法的お

よび慣習的な権利を特定し、尊重していること。 

        

・労働者の権利と労働環境 

8 つの ILO 基本条約に基づき、「労働における基本的原則及び権利に関する ILO 宣言（1998 年）」

に示されている労働における基本的原則および権利を支持していること 

 

・森林管理従事者に対する教育の実施 

森林管理計画等の実行に当たり、従業員や委託・請け負わせ先に対して森林管理、労働安全および生

物多様性に関して適切な訓練と指導を行うこと 

 

【(3)「森林破壊ゼロ」に向けた適切な土地利用と森林管理に関する確認項目】        

・「森林破壊ゼロ」の適切な管理 

「保護価値の高い地域（HCV）」ならびに「高炭素蓄積地（HCS）」および泥炭湿地を転換し造成さ
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れた植林地に由来しないこと 

 

・生物多様性の保全 

管理区画の生態系サービスおよび環境価値を維持、保全または復元し、環境への悪影響を回避、改善

または低減されていること 

 

・地域社会との関係 

地域社会の法的あるいは慣習的・伝統的な財産・資源などの利用権が尊重されていること 

 

・社会・経済的便益の維持・増進 

地域経済の活性化のために、管理区画に存在する多様な資源や生態系サービスを基とした多様な林産

物および/または便益を特定し、生産、利用するか生産、利用が可能とされていることまた、文化的・歴史

的に重要な遺跡や資源・社会的に価値の高い森林が保護されていること 

 

・管理計画・方針の策定 

土地、森林資源などの所有者・管理者が明確で、申請者が当該森林の管理を行う法的権利と力を備え

ており、その経営方針と実行・改善方針が整えられていること 

 

・管理活動の実施 

土壌及び水資源の保全に与える影響を事前に把握し、森林管理計画等や実施過程における悪影響を

最小化するよう努められていること。 

森林管理計画等の策定並びにその実行及びモニタリング結果に基づき、経済的、社会的、生態的影響

を適切に評価し､森林管理の持続的な改善のサイクルを形成するとともに、これを適切に実行する体制が

整備されていること 

 

【(4)企業単位でのデューデリジェンスの実施および(5)トレーサビリティ確認と情報開示に関する確認項目】 

・モニタリング/トレーサビリティと情報開示 

管理計画の実行状況としての影響を評価するためのモニタリングなど、トレーサビリティの確認を定期的に

実施しなければならない。その際自然環境・地域社会等に負の影響を与えていないことを確認すること。モ

ニタリングの結果は、管理計画の実行及び改訂に反映され、必要に応じて見直しが図られていること。 

なお、森林管理計画等とモニタリング結果は情報の機密性を尊重するが、その概要については一般に公

開することを原則とする 

 

6. その他要求事項・要望事項 

ブラザーグループは、紙の製造過程における安全性や環境負荷を考慮し、紙製造における要求事項と要

望事項を定める。取引先様には以下の要求事項・要望事項を満足して頂くようにお願いいたします。 
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<<要求事項>> 

・ブラザーグループの製品に関わる法規制や要求事項を順守すること※特に輸出入に係わる法規制 

<要望事項> 

・ECF 無塩素漂白紙であること 

・印刷物については、VOC フリーのインクを使用するなどの環境配慮を行うこと 

・紙の表面に樹脂フイルムによる印刷物の貼り付け、コーティングは極力行わないこと 

 

（参考資料）本基準書に関連する法規制、制度などを下記に示す 

◆森林認証規格 

・FSC® 認証基準   

・PEFC 制度 

・SGEC 日本の森林認証制度の基準 

  

◆森林認証制度 FSC®（森林管理の理念として以下の行為を許容していない） 

a) 違法伐採、または違法な木材または林産物の取引  

b) 森林施業における伝統的権利及び人権の侵害  

c) 森林施業における高い保護価値（HCV）の破壊  

d) 森林から人工林または森林以外への土地利用への重大な転換 

e) 森林施業における遺伝子組換え生物の導入 

f) 国際労働機関（ILO）中核的労働基準 への違反 

 

◆FSC®管理木材（Controlled Wood） 

管理木材(Controlled Wood)は、認証材ではないものの、FSC®が容認しない 5 つの木材カテゴリーに

は属さない、またはこのカテゴリーの木材である可能性は低いと確認された木材のこと。 

   

◆法規制 

・EU 木材規則 

木材および木材製品の上市者の義務を定める欧州議会と欧州理事会による規則 

違法伐採された木材および、違法伐採された木材から製造された製品の EU 市場への上市を禁止してい

ます。また、木材および木材製品の上市者に、違法伐採木材が入り込まないように、木材製品の原料木

材の樹種、伐採地などを調査し、適正評価（デューデリジェンス）を毎年行うことを要求しています。紙製

品もこの規則の対象となる木材製品に含まれます 

 

・EU 森林破壊防止規則 

森林破壊を防止する規則で有り、EU 木材規則より詳細な樹種、伐採地などの情報を収集し、適正評

価（デューデリジェンス）を行い、森林破壊の防止を目的としたエビデンスが求められる規則 
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・違法伐採禁止法（オーストラリア） 

オーストラリアの違法伐採木材等の取引を規制する法律（EU の木材規則にあたる）。違法伐採された

木材および、違法伐採された木材から製造された製品のオーストラリア市場への上市を禁止しています。ま

た、木材および木材製品の上市者に、違法伐採木材が入り込まないように、木材製品の原料木材の樹

種、伐採地などを調査し、適正評価(Due Diligence)を毎年行うことを要求しています紙製品もこの規

則の対象となる木材製品に含まれます 

 

・クリーンウッド法（日本） 

合法伐採木材等の流通及び利用の促進に関する日本の法律 

木材及び木材を原料とした家具、紙等の物品を対象に、木材及び木材製品を取り扱う事業者は、 

官需、民需を問わず、全て木材、木材製品の合法性を確認するよう努めなければならない 

 

改訂履歴  

第 1 版 2024 年 6 月 20 日 初版発行 

 

 

 

 

 


